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　聖ニコライは水島が「伝教者としての仕事は何もしていない」（日記Ｍ34・3・31）と記したが、実際には水島が文筆や出版以外の事を全くやらなかったわけではない。公会で定められた東京北部地域の伝教者としても当然その務めをしていたが、目に見える形で表されることが少なかっただけである。
　

　明治三十五年の公会時の聖ニコライの日記には次のように記されている。

「～二時からわれわれは大聖堂に集り、伝教者の割り当てとその他いくつかの提案を確定した。ここでイサイヤ水島は長広舌をふるった。伝教者たるもの、プロテスタントがよくやるような壇上に立つ時でさえ聖書の本文や聖師父の証言の代わりに、哲学者やその他さまざまな世俗の権威の名前をちりばめることで説教を安売りするような悪癖はやめるべきであるというのがその内容だった～」（日記Ｍ35・7・16）
　正教会の説教の伝統を護るべきだということであり、聖ニコライも印象深くわざわざ記したのであろう。
　このころから聖ニコライの日記には水島の記述は少なくなる。しかし、それは水島が聖ニコライと距離ができたということではなく、もともと彼についての記述が多かったのである。

　明治三十七年の復活大聖堂の降誕祭を正教新報は次のように伝えている。

「祭日の前夜は主教ニコライ師並びに在京の各神品にて「リデヤ」を執行せられ翌日は午前九時より主教ニコライ師並びに千葉湯川水野の三司祭並びに輔祭等と共に聖体礼儀を執行せられイサイヤ水島氏主の降誕に関する説教をせられ～」（第五五五号Ｍ37・1・15）

　多くの神品のいる中で大祭の説教を担当するということは、それだけ実力が認められていたということである。

　その後も水島は正教新報で健筆をふるい、日露戦争時には「軍国正教徒献身實記」をまとめる。また若い時から

関心を持っていた日曜学校の教材にも取り組んだりした。さらに、自ら「通信伝道」と呼んだ読者や未信徒からの問いに紙上や書簡で答える形式の伝道活動を開拓する。
　明治四十二年の公会では伝教活動の多様性を訴える発言をした。

　「我々傳教者の働きには其の結果の何人にも見える働きもあれば又他よりは其の仕事や結果の見えざる働きもあり、其の一例も示せば我々の為し居る通信傳道ともいふ可き仕事の如きは結果の見えざる働きなり、余の如きは地方の信徒や異教人より斯の如く数通の質問書やその他の書面を受けて一々是に答へを出すなり、～我々傳教者は一般の職務を行ひ居る外に、又斯の如き
労をも任じ居る者なる事を認められたし～」
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かつて「我々の伝教者たちは貧しい」（日記Ｍ28・12・5）と聖ニコライが日記に記した状況はその後も変わることはなかった。

神品職にある者たちはかろうじてその体面を保つだけの俸給を得ていたが、他の多くの伝教者たちは困窮にあえいでいた。教役者の互助組織もあったが充分に応えることができず、家族の多い者や病者を抱えた者たちはその極みにあった。水島も例外ではなく正教新報第六九九号（Ｍ43・1・15）は水
島の困窮ぶりを「同情に堪へざる教役者の一家」と伝えている。


　妻ソフィヤ杣（三十五歳）は前年来重い病に臥していたが「～令閨の病気も意外の重患なる由にて昨冬令閨の病状起居さへ自由ならずして病床に臥し居らるる事とて一家の困難は愈々加はり長男エリアザル次男ロデオンの外に十二歳を首にして九歳七歳四歳二歳になる乳飲児までもある一家九人の生活を水島君が男の手一ツにて十二歳になる令嬢を相手に炊事より洗濯までも小女の手を労せざる悲惨なる状態なり病人の薬慈の資の充分ならざるは勿論一
家の困難は水島氏が是れを他人に訴へざるだけ我々は尚ほ同情に堪へざる者

あり～」
　後に続く記事によれば同僚の伝教者たちが見舞金募集に奔走したとあるが、その甲斐も無く水島の妻は一月十六日結核により永眠した。

　この妻の死が水島に大きな影を落したことは間違いない。その後、正教新報への寄稿は途絶えてしまい、この年は一度も水島の書いたものは無く、その動静もわずかに講話会などの伝道活動が数回伝えられるのみであった。
明治四十四年に入っても論説などは皆無で、正教新報第七二五号（Ｍ44・2・15）に掲載された「忙中苦筆録」には妻の永眠後、子育てに追われ「頭の中には書きたいと思う思想の断片も澤山ある。胸の裡には録したいと感ずる文章の廃材も夥しく浮んで来る。～それが今の所ではとても書くことも筆を採ることも出来ない～」と記した。
水島には長男エレアザル依太郎、次男ロデオン損次郎、長女ヘリチタータほき、次女エカテリーナたえ、三女スサンナ苣、四女ペルペトアなぎの、三男イオアン流吉と七名の子供がいた。長男と次男は大きかったが、末子のイオアン流吉は明治四十一年生れで、男手一つではままならず十三歳の長女ヘリチタータほきが母親代りという状態だった。

この年、他に水島が正教新報に寄稿したのは第七三九号（Ｍ44・9・15）と次号の「迎暑旅行談」だけである。　　

明治四十五年一月二十日、聖ニコライはかねてから患っていた心臓喘息の悪化により聖路加病院に入院する。
水島は親友で詠隊教師のペトル山家頼行と一月三十一日に入院中の聖ニコライを見舞いに行った。聖ニコライは二月五日には退院するが、十六日駿河台の自室で七十六歳の生涯を閉じた。　　

また翌三月には同郷の友で水島の出版を支えていたマトフェイ神田靜次郎も若くして永眠する。

聖ニコライの永眠は日本正教会にとってひとつの時代の終焉であった。教会はセルギイ主教の時代に入り、その体制も変っていく。元号も明治から大正と改まり、「正教新報」も「正教時報」と改題された。「愛々社」は「正教時報社」と改組されその構成員も大幅に入れ替わる。水島はその中に入ることなく、一伝教者の身分に甘んじることになる。
正教時報第一号（Ｔ元・11・10）の「発刊の辞」では、「正教時報」を「日本正教会の信仰の表現とその神学思想を代表」と位置づけ、「本誌の性質をして通俗的の読物たらしめん事も亦甚だ不可なり～」としている。水島はこの路線から外れたことは否めず、以後彼


の寄稿は減っていく。
妻と友人、そして聖ニコライの永眠、さらに「愛々社」の消滅という事態は水島に大きな打撃を与えたことは想像に難くないが、さらに追い打ちをかける事が起る。末子イオアン流吉の永眠であった。

大正七年九月十七日、病の為に行年十一歳で永眠したが水島のアルバムにはその一ヶ月前の家族写真があり、「新
愁　三男イオアン水島流吉ノ死別ノ為　大正七年八月十三日写」と記されている。別の同じ写真には「母なくて　つらく育ちしをさな児ハ　父に別れて死出の旅する」と書き添えその悲しみを表した。異様にむくんだ流吉の顔と憔悴しきった家族の姿は痛々しく、その姿が水島家の総てを表している。


　大正九年七月十五日付「正教時報」には唐突に水島の「告別の辞」が掲載される。すでに無給の休職状態にあり、六月二十三日にセルギイ主教に提出した辞表の全文が引用されており、「～尊栄なる師父よ、私はもうだめであります。私は色々な誘惑と精神的疾患に悩まされています。我が身は飢餓に迫り、我が心は我の中に慄き、死の恐慌が我に臨んで居ります。斯様な状況でありますれば、私は今日、傳道者も著作者も辞職をお願い申すの外、仕方がありません～」と教会の職を退くことを伝えた。同号にはさらに「謹告」もあり、「拙者儀今回無給傳教人ヲ辞シ只ノ人間ト相成申候茲ニ従来ノ御眷顧ヲ排謝ス」とした。

　三月には「尼港事件」があり、水島が「恩人」としていたニコラエフスク領事のアルセニイ石田虎松一家が惨死する事件もあり、このころ水島の精神状態はかなり不安定な状態にあった。

教会の職を辞してからの水島の消息ははっきりしない。長男エレアザル依太郎の援助を受けていたとか、新たな勤め先を得たという程度である。
その水島が大正十年七月、「簡要通俗　正教義解　全」を刊行する。「牧者なき会員の自修の為及び傳道者なき地方の斯教研究者の為」とあり、館林正教会の関口信齊が資金援助した。裏表紙には「東京駿河台　日本正教会　事務所」と印刷された正教会公認の冊子である。　

出版所は「天章學會準備所」、その所在地は当時の水島の住所「瀧野川町大字中里百三十番地」であった。
この「天章學會準備所」がどのような目的を持つものかは何も解らないが、水島が失意の日々から脱し、新たな動きをしようとしたことは確かである。　

しかし、その水島は翌大正十一年十一月七日五十六歳で永眠し、その志を遂げることはできなかった。

水島の葬儀は長男依太郎により、理由は不明だが神道式で行われた。染井墓地の水島家の墓所はその後、依太郎の長女により改葬され、墓碑は被葬者が全て俗名で刻まれている。
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◀ペトル山家頼行と


　　　　Ｍ42・5・20





►Ｍ41・12・5　アルセニイ石田虎松夫妻と








Ｔ7・8・13　イオアン流吉を中心に行楊と娘たち





►愛々社内風景
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